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 本校⟬数部では、「協ാ的に学ぶ姿」や「㈐௵をもって学ぶ姿」、ࡑして「Ᏻᚰして議ㄽできる✵間」

といった子どもの姿や学びの✵間ͤ� を኱ษにしながら、���� 年度より研究ࢸー࣐を「自分஦の⟬数」

として研究を進めてきた。「自分஦の⟬数」とࡑのࢸー࣐設定の理⏤はୗグの通りである。 

 「ၥ題に主体的に関わり、よりよいものを求めて自分の考えをྫྷ࿡し、㈐௵をもってᛮ考し⥆けてい

く」学びがᒎ開されていく時、学んでいる⟬数が自分஦になっているとゝえる。ࡑして、このような学

びを「自分஦の⟬数」とする。 

 ௚者の考えやၥ題場面と関係࡙けながら自分の考えをྫྷ࿡し、ᛮ考し⥆ける学びとするためには、ၥ

題に対して主体的に関わることが第一歩であると考えた。また、自分஦として捉えた学びであれࡤ、ၥ

題ゎỴを通して学んでいる⟬数のよさをឤᚓできる。このような理⏤から研究ࢸー࣐を「自分஦の⟬数」

とし、実㊶を重ねてきた。���� 年度からは、研究ࢸー࣐を「ࠗ自分஦の⟬数࠘における数学的࣑ࣗࢥ

ン」とし、主にಶの学ぶ姿に↔点を当てた研究を、௚者との関わりの中での学びというど点ࣙࢩケーࢽ

から捉え直し、͆ゎいて終わり͇ではなく͆ゎいてጞまり͇となる数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンの意࿡や

ᙺ๭を考えてきた。 

ղ「自分஦の⟬数」における数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンとࡑれをಁす教ᖌのᙺ๭ 

ある஦㇟やၥ題に向き合った時、子どもたちは⏕活⤒㦂や学

⩦⤒㦂と関係࡙けて≧ἣや意࿡を捉えていくが、ࡑの捉えには

ಶ々の⤒㦂や౯್ほ、ᛮいがᙳ㡪する。ࡑのため、ಶ々の捉え

をඹ᭷しながら、一ேࡦとりにとってのၥ題を、皆のၥ題、数

学のၥ題として定ᘧ化し、ၥ題ゎỴしていくᚲせがある。ࡑの

㐣程においては、஦㇟やၥ題を理想化して᮲௳を௬定すること

やᚲせな数㔞やᙧに╔目していくようなᛮ考がなされ、ㄝ明す

るために「もしも͐」「かりに͐」といったやりとりがなされる。また、考えを᳨ウしていく際にも、

もともとの஦㇟やၥ題の᮲௳と関係࡙けて考えをྫྷ࿡していくようなᛮ考がなされ、ㄝ明するためのや

りとりがなされる。このようなやりとりを、本校⟬数部では「自分஦の⟬数」における数学的ࢽ࣑ࣗࢥ

ケーࣙࢩンとして捉えている。ࡑして、数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンを通して、新たなၥ題や考えが見出

され、ᛮ考し⥆けていくような学びがᒎ開されていくと考えている。

これまでの研究から、数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンをಁす教ᖌのᙺ๭として͆ၥ題ゎỴを通して、ၥ

わざるをᚓない≧ἣや自↛とၥいが⏕じる場面をつくること͇や͆ၥ題場面や文⬦に対する捉えをゝㄒ

化しながらᅗやᘧなどに⾲し、考えていく際の議ㄽのᣐりᡤをつくること͇ͤ㸱がᚲせであると考えた。 

㸦㸰㸧࡟ࡶ࡜᥈✲ࡿࡍ学びをࡿࡃࡘ㸫᪥ࠎのᤵᴗ࡛኱ษ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟㸫ͤ㸲

ၥ題に向き合う際には、まࡎ自分でやってみたり考えたりすることをಁし、ࡑの㐣程で⏕まれる面

ⓑさや୙ᛮ議さ、㐪࿴ឤやᅔったというᛮいを኱ษにしたい。ࡑして、「こういうことかもしれない。

でも͐」とᝎみながら、ၥ題や自分と向き合い、考えを深めていく姿を኱ษにしていきたい。また、考

えを⫈きあう場面では、考え同ኈや考えとၥ題場面を関係࡙けるとともに、ᚲせにᛂじて、これまでに

認められてきた஦᯶や定⩏に❧ち戻り、自分や自分たちの考えをྫྷ࿡できるようにしたい。ྫྷ࿡すると

はṇしい⟅えのみを取り上げて議ㄽすることではない。⤖果として誤った考えでも、ᛮいに⪥をഴけ、

ᘧやᅗ➼と関係࡙けながらࡑこに至る考えを理ゎしていくことで、考えている対㇟への理ゎは深まって

いく。⏕じた␲ၥや㐪࿴ឤをゝㄒ化し、ࡑれに向き合いながらゎỴを進めることは、直⥺的なࢭࣟࣉス

ではなく、試行錯誤をకいながら意࿡を捉え直していくᛮ考のࢭࣟࣉスである。さらには、一ᛂのゎỴ

⟬ᩘ㒊఍

ᅗ㸯ࠕ⮬ศ஦の⟬ᩘࠖをᐇ⌧ࡿࡍᤵᴗͤ�

がᚓられた後も「いつでもこの考えが౑えるか」「௚の方ἲはないのか」「実際の場面で考えたらどう

か」と取り組みや考えをࡩり㏉り、ၥい⥆けることが重せである。このようなࢭࣟࣉスを体㦂すること

で、ၥ題と自分との関わり方を見つめ、理ゎを深め、᥈究する学びをつくり出すことができると考える。 

、して、このような学びをつくるために、教ᖌは子どもの⏕活⤒㦂や学⩦⤒㦂に寄りῧいながらࡑ

ෆᐜࡑのものについての教ᮦ研究を༑分に行い、ၥ題やၥいをྫྷ࿡することが重せである。ࡑの際、

日々の授業を㐃⥆した学びの中に఩⨨付け、༢元を通してどのような見方や考え方を኱ษにしていくの

かを明☜にしておくことがᚲせである。同時に、学びは構想した通りにのみ進むのではなく、子どもの

様々なၥいや考えによってᙧ࡙くられていくものと捉え、教ᖌはࡑれに寄りῧい、ともに考え、㏞いな

がら学びをつくっていく存ᅾでありたい。ࡑのためには、教ᖌ自㌟も᥈究する一ேのே間として、子ど

ものゝⴥに୎ᑀに⪥をഴけ、様々なᛮいや考えをᑛ重しながら、ともに考えることをᴦしんでいきたい。 

㸦㸱㸧⟬ᩘ㒊の◊✲࡜࣐࣮ࢸ඲య◊✲ࠕ࣐࣮ࢸ学びをあむ㸫㛵ಀᛶの୰࡛⏕ᡂࡿࢀࡉ୺యࠖ࡜の㛵㐃

本校の研究主題「学びをあむ」とは、「自分のᛮいを኱

ษにして、様々なࡦと࣭もの࣭ことと関わりながら新たな

ものを創り出し、自ᕫを᭦新していく」ことである。数学

的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンを通して、௚者の考えやᛮいにゐれ

ることをዎᶵになされる、考える対㇟や自分自㌟との対話

は、自㌟の考えを見つめるとともに、対㇟への理ゎや捉え

方、さらには自分の中にある見方や考え方の᭦新につなが

る。このような姿は、⟬数の学⩦を通した「学びをあむ」

姿であると考える。また、ゎỴを通して⏕じた␲ၥやさら

なる㏣究によって、新たなၥ題が⏕み出されることがある。このようにして学びを進めていくことは、

᭦新された見方や考え方を⏕かしてᛮ考し⥆ける姿であり、自分の学びや成長を実ឤすることにもつな

がる。このような姿もまた、⟬数の学⩦を通した「学びをあむ」姿であると捉えている。さらには、自

分や自分たちの取り組みや考えをࡩり㏉り、ၥい直していくことも重せである。ࡑうしたあみなおしの

営みが、ḟの᥈究へとつながっていくと考えている。 

ඛ㏙したように、本校⟬数部では、���� 年度より研究ࢸー࣐を「ࠗ自分஦の⟬数࠘における数学的

ン」とし、௚者との関わりの中での学びというど点から研究を進め、授業࡙くりを行ࣙࢩケーࢽ࣑ࣗࢥ

ってきた。日々の授業をࡩり㏉り、ᨵめて子どもたちの姿を見つめると、ேは௚者との関係性の中でと

もに学び、ᨭえ合い、対話を通して時に自ᕫを見つめ直すことで、新たな気࡙きやၥいをᚓていくこと

がわかる。ࡑして、ࡑうしたၥいや⯆࿡のⱆ⏕えが、さらなる᥈究のཎ動ຊとなるとともに、㇏かな学

びと関係性を⏕み出し、学びがᚠ⎔的にḟへとつながっていくことが明らかとなった。 

今年度はさらに、「学びをあむ㸫関係性の中で⏕成される主体㸫」というど点から、対話や考えを

⫈きあうことが、ၥいの創出や見方や考え方の᭦新、ࡑして一ேࡦとりの学びとどのように関わってい

るのかを、具体的な子どもの姿を通して明らかにしていく。ࡑの᳨ウを通して、「自分஦の⟬数」にお

ける数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンの意࿡やᙺ๭を、ᨵめてၥい直し、再考していく。 

㸰 ᤵᴗᐇ㊶ࡓࡳࡽ࠿Ꮚࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸦㸯㸧㸲ᖺ⏕のᐇ㊶஦౛ࠕኚࡾࢃ᪉࡟ὀ┠࡚ࡋㄪࠖ࠺ࡼ࡭

 本実㊶は、༢元での学⩦を⏕かし、子どもたちに自分たちでၥ題を発

ᒎさせることができるようになって࡯しいと考え行ったものである。 

 はじめに「１㎶が１FP のṇ୕ゅᙧのあつ⣬をᅗのように１ิにならべます。ṇ୕ゅᙧの数が �� この

とき、まわりの長さをもとめましࡻう。」㸦௨ୗ、ཎ題とする。㸧というၥ題をᢅ

った。ゎỴ方ἲをඹ᭷した後に、ཎ題をどのように変えるか子どもたちに

ၥいかけると、ྑに♧した㸳つの案が出された。すࡄにできࡑうなものは

どれかとၥいかけ、「ṇ୕ゅᙧを ��� ಶにする」という案が㑅ࡤれた。実

際にṇ୕ゅᙧ ��� ಶのときのまわりの長さを求め、ಶ数はఱಶになっても

求められることを☜認した。 

ᅗࠕ�⮬ศ஦の⟬ᩘࠖࠕ࡜学びをあむࠖの㛵㐃 

࣭ṇ୕ゅᙧを���ಶにする。 
࣭ᙧをかえる。 
࣭１㎶の長さをかえる。 
࣭୪べ方をかえる。 
࣭まわりの長さではなく、な
かの✵気にࡩれていない部
分も合わせる。 
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ることをዎᶵになされる、考える対㇟や自分自㌟との対話

は、自㌟の考えを見つめるとともに、対㇟への理ゎや捉え

方、さらには自分の中にある見方や考え方の᭦新につなが

る。このような姿は、⟬数の学⩦を通した「学びをあむ」

姿であると考える。また、ゎỴを通して⏕じた␲ၥやさら

なる㏣究によって、新たなၥ題が⏕み出されることがある。このようにして学びを進めていくことは、

᭦新された見方や考え方を⏕かしてᛮ考し⥆ける姿であり、自分の学びや成長を実ឤすることにもつな

がる。このような姿もまた、⟬数の学⩦を通した「学びをあむ」姿であると捉えている。さらには、自

分や自分たちの取り組みや考えをࡩり㏉り、ၥい直していくことも重せである。ࡑうしたあみなおしの

営みが、ḟの᥈究へとつながっていくと考えている。 

ඛ㏙したように、本校⟬数部では、���� 年度より研究ࢸー࣐を「ࠗ自分஦の⟬数࠘における数学的

ン」とし、௚者との関わりの中での学びというど点から研究を進め、授業࡙くりを行ࣙࢩケーࢽ࣑ࣗࢥ

ってきた。日々の授業をࡩり㏉り、ᨵめて子どもたちの姿を見つめると、ேは௚者との関係性の中でと

もに学び、ᨭえ合い、対話を通して時に自ᕫを見つめ直すことで、新たな気࡙きやၥいをᚓていくこと

がわかる。ࡑして、ࡑうしたၥいや⯆࿡のⱆ⏕えが、さらなる᥈究のཎ動ຊとなるとともに、㇏かな学

びと関係性を⏕み出し、学びがᚠ⎔的にḟへとつながっていくことが明らかとなった。 

今年度はさらに、「学びをあむ㸫関係性の中で⏕成される主体㸫」というど点から、対話や考えを

⫈きあうことが、ၥいの創出や見方や考え方の᭦新、ࡑして一ேࡦとりの学びとどのように関わってい

るのかを、具体的な子どもの姿を通して明らかにしていく。ࡑの᳨ウを通して、「自分஦の⟬数」にお

ける数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンの意࿡やᙺ๭を、ᨵめてၥい直し、再考していく。 

㸰 ᤵᴗᐇ㊶ࡓࡳࡽ࠿Ꮚࡕࡓࡶ࡝の学ࡪጼ

㸦㸯㸧㸲ᖺ⏕のᐇ㊶஦౛ࠕኚࡾࢃ᪉࡟ὀ┠࡚ࡋㄪࠖ࠺ࡼ࡭

 本実㊶は、༢元での学⩦を⏕かし、子どもたちに自分たちでၥ題を発

ᒎさせることができるようになって࡯しいと考え行ったものである。 

 はじめに「１㎶が１FP のṇ୕ゅᙧのあつ⣬をᅗのように１ิにならべます。ṇ୕ゅᙧの数が �� この

とき、まわりの長さをもとめましࡻう。」㸦௨ୗ、ཎ題とする。㸧というၥ題をᢅ

った。ゎỴ方ἲをඹ᭷した後に、ཎ題をどのように変えるか子どもたちに

ၥいかけると、ྑに♧した㸳つの案が出された。すࡄにできࡑうなものは

どれかとၥいかけ、「ṇ୕ゅᙧを ��� ಶにする」という案が㑅ࡤれた。実

際にṇ୕ゅᙧ ��� ಶのときのまわりの長さを求め、ಶ数はఱಶになっても

求められることを☜認した。 

ᅗࠕ�⮬ศ஦の⟬ᩘࠖࠕ࡜学びをあむࠖの㛵㐃 

࣭ṇ୕ゅᙧを���ಶにする。 
࣭ᙧをかえる。 
࣭１㎶の長さをかえる。 
࣭୪べ方をかえる。 
࣭まわりの長さではなく、な
かの✵気にࡩれていない部
分も合わせる。 

⟬
　
　
ᩘ
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 ḟに「ᙧをかえる」という意見が㑅ࡤれ、ᅗᙧのೃ⿵としてྎᙧ、長方ᙧ、෇、ṇ方ᙧ、ᖹ行ᅄ㎶ᙧ

があげられた。෇という意見の後に「෇ってむࡎくね䚹䛃「෇ってどうやって୪べるの。」「෇ってど

こまでが１つの㎶かわからないじࡷないですか。だからேによって変わっちࡷうとᛮうんですよ。」な

どの発ゝが出てきた。ࡑの後の会話をྑに♧す。෇

はᢅうのかၥいかけると「෇はやめとこ」との発ゝ

があり、ၥ題としてはᢅわないことにした。 

 ḟにᢅうᅗᙧをၥいかけるとṇ方ᙧが㑅ࡤれ、ṇ

方ᙧ �� ಶの場合をၥ題としてゎỴすることにした。 

 自ຊゎỴを終え、いくつかの方ἲが発⾲された後

に、ṇ方ᙧ �� ಶの上ୗの長さが、ṇ方ᙧ２ಶの場合

の��ಸになるという考えが発⾲された。��ಶは２ಶ

の「���」であり、ṇ方ᙧ２ಶのときの上ୗの長さ

㸲FP は �� ಶになると「���」にして ��FP になる

が、୧➃の長さは「���」にはならࡎ「一⏕２ࢭンࢳ」になるという考えであった。 

 ṇ方ᙧ �� ಶのၥ題はゎỴできたので、さらにᙧを変えることにした。長方ᙧはṇ方ᙧをఙࡤしただ

けだからあまり変わらないという意見が発⾲され、縦１FP、横㸱FP の長方ᙧ �� ಶを横に୪べた場合を

ၥ題とすることにした。ゎỴの方ἲとして、長方ᙧの横の長さが「���２」ಶ分あり、୧➃は２FP で

変わらないという意見が発⾲され、授業を終えた。

 本実㊶をࡩり㏉ると、ၥ題を変えてみようとのኌがけで �� ಶという数を変えることはすࡄにᛮいつ

いたものの、ᙧを変える、୪べ方を変えるといった意見にはᡞᝨっている様子があった。ᙧを変える案

として෇という意見を出した子のように、このようなᅗᙧでやってみたいというᛮいはあるものの、ၥ

題としてゎỴできるかは考えていなかった子が多かったのだろう。実際に෇を横に୪べて᭩き、「一㎶」

がどこかわからない、くっついているところの長さがわからないといった཭だちの␲ၥにゐれたことで、

෇をၥ題とするのは㞴しいことに気がついたと考える。また、ただᅗᙧを変えれࡤよいではないとឤじ

たことは、ᢅうᅗᙧとしてṇ方ᙧを㑅ぶ子が多くなったことにつながっていった。 

 さらに、ṇ୕ゅᙧ、ṇ方ᙧ、長方ᙧをၥ題としてᢅったことで、長さが変わる部分と変わらない部分

に╔目できるようになっていった。ཎ題をゎいているときから、⾲を横に見る見方をもとにṇ୕ゅᙧが

１ಶቑえるときにቑえた࿘りの長さはどこかを☜認していた。このẁ㝵ではどこが変わっていくのかに

はὀ目しているものの変わらない部分には意㆑を向けていなかったと捉えている。ཎ題のᅗᙧをṇ方ᙧ

にしたときに、⾲を横に見ることからጞまり、୧➃の２FP はࡎっと変わらないことが♧されたことで、

ṇ方ᙧの数がቑえると、ṇ方ᙧの上ୗにある横の長さがቑえるが、୧➃にある縦の長さは変わらないこ

とを意㆑できるようになったと考える。ここで授業者がṇ୕ゅᙧの場合にはどこの長さが変わっていき、

どこの長さが変わらなかったのかをၥうことで、ཎ題をとらえなおすことができるྍ⬟性があった。ࡑ

こをၥうことができなかったことは今回の཯省である。 

㸦㸰㸧㸴ᖺ⏕のᐇ㊶஦౛ࠕ෇の㠃✚࡚ࠖ࠸ࡘ࡟

これまでに෇について学⩦してきたෆᐜを活⏝し、෇の面✚の求め方を考えていく場面である。求

め方を考えるだけでなく、これまでの学⩦ෆᐜを一⯡化したり、ᗈげたりするところに重点を⨨くべき

であると考えた。᪤⩦である༙ᚄ࣭直ᚄや෇࿘、෇࿘率➼をどのように活⏝するのかを考えながら、面

✚の求め方を᥈り、බᘧを一⯡化していく。

学⩦を進めていく中で、今回はᖹᆠに進むこ

とはせࡎ、子どもたちから出てきた新たな␲

ၥを取り上げたり、❧ちṆまらせたりするኌ

かけをし、さらに考えたり、᣺り㏉ったりす

ることができるようにしていく。ࡑして、௚

者との関わり合いの中で、「自分たち஦」に

なる⟬数になっていくことをᮇᚅした。授業 ෗┿㸯 � のグ㘓ࣉ࣮ࣝࢢ

7 みんなが分かんなくなるってఱをゝってるの㸽どこまで
わかんないって、ఱがどこまでかわかんないの㸽 
&�5� あの、ṇ方ᙧとか、୕ゅᙧとかだったら、こことか、
こことか、一㎶とか、この㎶じࡷん。だけど、୸だった
ら、全部なんかあの、一㎶をこう見るேもいれࡤ、༙分ࡄ
らいっていうேもいるから。 
7 じࡷあ௬にさ、ここの �࿘を �FPってỴめたとするじࡷ
ん。ࡑしたらやれるの㸽 
& できない。    & え、ちࡻっと 
7 ௬にここ �࿘を、一㎶ってゝい方やめて、このࡄるっと
࿘りを �FPってỴめたらやれる㸽 
& やれない。 
 。れでもやれない。はいࡑ 7
&�$� 㸦ᅗを指さして㸧ここ㸽 
& くっついてる。 

では、考えを⤂௓しあう中から、新たな㸱つのၥいが導き出された。 

ձṇ方ᙧを౑ってからㄝ明する 
   ことはできないのか。 

ղ最終的に「長方ᙧ」とは、どの 
ような意࿡をもつのか。 

ճさらに௚の方ἲはないのか。 

ձについては、༙ᚄでసられるṇ方ᙧ

や直ゅ஧➼㎶୕ゅᙧと �分の �෇の኱きさ

をẚべてみた。教科᭩に♧されている࣐スを数える方ἲから、およࡑṇ方ᙧの㸱ಸの面✚であることが

分かった。ࡑこから、多分、෇࿘率と同じࡄらいではないかと考えることができた。しかし、この場合

の㸱は、෇࿘率ではなく、面✚ẚとしての㸱であることを☜認している。 

⥆いてղについては、㝈りなく⣽いおうࡂᙧ㸦自分たちがసっているᅗでは、とても長方ᙧになら

ないということを☜認しつつ㸧がᴟ㝈までいくと༙ᚄになることを引き出していった。 

こからճについて考えていくと、෇を༙ᚄでษり開き、෇࿘がᗏ㎶、༙ᚄが㧗さになる୕ゅᙧがࡑ

సれる方ἲや、⣽かくしたおうࡂᙧを➼✚変ᙧすることで୕ゅᙧになることやษり開いたものもᴟ㝈ま

で⣽くしていけࡤ、ղと同じように考えることができるなどという方ἲが出さていった。ࡑれぞれの方

ἲについて❧てたᘧをゝⴥで⾲し、ィ⟬のきまりを౑って変ᙧしていくとࢩンࣉルなᙧになったことか

ら、෇のබᘧをඹ᭷の知㆑になるとまとめていった。 

本஦例で見えた子どもたちの姿は、本年度の研究で኱ษにしてきた「考えを⫈き合う中で、新しい

ၥいをసり、試行錯誤しなが

ら、⟬数の本㉁に向かって学び

をあみなおしていく姿」の１つ

ではないだろうか。このような

学びのあり方の⧞り㏉しから、

⟬数のୡ⏺から数学のୡ⏺への

つながりができてくるのではな

いかと考えている。 

㸱 ௒ᚋ࡚ࡅྥ࡟

今年度の研究から、数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンは、ၥ題と自分自㌟との関わり方を見つめ、᭦新して

いく際のዎᶵとなることが明らかとなった。ၥ題に出あった際、ゎỴに至ることだけを目的とするので

はなく、一ᛂのゎỴ後も自分や自分たちの取り組みや考えをࡩり㏉り、ၥい直すことで、ၥ題の捉え方

や意࿡࡙けがあみなおされ、ḟの᥈究へとつながっていく。ࡑの㐣程において、数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࢩ

ࣙンは、ၥ題を͆ゎく対㇟͇から͆関わり⥆ける対㇟͇へと捉え直すためのᙺ๭を担っているとゝえる。 

ͤ１ 「協ാ的に学ぶ姿」や「㈐௵をもって学ぶ姿」「Ᏻᚰして議ㄽできる✵間」について本校⟬数部ではୗグのように捉えている。 

༠ാⓗ࡟学ࡪጼ͐⫼後にあるᛮいや㐣程も受けとめながら、互いのゝⴥを⫈こうとすることは、௚者へのឤ度を㧗め、考えのᕪ␗や

考えのよさに気付くとともに、皆で学ぶことのよさを実ឤすることにつながる。さらには、⟬数の学⩦において、自分の考えを┦ᡭ

によくわかってもらおうとするならࡤ、理⏤や例をᣲげてㄝ明することや、ᘧやᅗ➼の数学的⾲⌧を⏝いて⾲⌧すること、ࡑしてㄽ

理的一㈏性が求められる。このような協ാ的な学びを通して、数学的に考えるຊが育まれていくと考える。

㈐௵を࡚ࡗࡶ学ࡪጼ͐ၥ題に主体的に関わるとともに、自分㸦自分たち㸧の考えに㈐௵をᣢち、一ᛂのゎỴがᚓられたとしても、

「௚の方ἲでも同じ⟅えになるか」「௚の数್であったらどうか」などとၥい、ྫྷ࿡することは኱ษである。考えに㈐௵をᣢつこと

は、最ึの考えにᅛᇳすることではなく、༑分にẚ㍑しྫྷ࿡した上で、別の考えがよけれࡑࡤれを受けධれることでもある。これら

はᚸ⪏のせることである。だからこࡑ、自分㸦自分たち㸧の考えに向き合い、ྫྷ࿡できるようにၥうことは教ᖌのᙺ๭でもある。ࡑ

して、㈐௵をもって学ぶことを✚み重ねることで、最終的には、子どもが自らၥいᛮ考し⥆けるようになってくれれࡤと願っている。

Ᏻᚰ࡚ࡋ㆟ㄽ࡛ࡿࡁ✵㛫͐Ᏻᚰとはఱでも受けධれられる✵間ではない。㐪࿴ឤやᅔったなどのᛮいを⣲直にゝⴥにできる✵間であ

りよりよいものを求めて意見を⫈きあい議ㄽできる✵間である。考えたことやឤじたことをᏳᚰして自分のゝⴥで⾲⌧し、考えを⫈

きあい、互いをᑛ重しながら㧗め合っていく✵間の中でこࡑ、間㐪いをᜍれることなく主体的にᛮ考し⥆けることができると考える。 

ͤ２�㸱 ᅗ１や「数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンのᣐりᡤをつくる」というど点は、これまでの教育実際指導研究会における⟬数部の提案

に対する中ᮧග一ඛ⏕のご指導で♧して頂いたᅗ、ࡑして「数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンでは、みんなが話し合いに参ຍできる対㇟を

‽ഛすることが኱ษ。数学的な議ㄽにするために、行うべき活動がある。」というゝⴥがもとになっている。 

ͤ㸲 本校は今年度、文部科学省が᥎進する「理数ዲきなඣ❺࣭⏕ᚐを育てる᥈究学⩦᥎進ࣛࣉン」の研究実㊶校の指定を受けている。

この஦業は、教育課程を中ᚰとした課題学⩦や᥈究学⩦➼を通して、子どもの⯆࿡関ᚰを㧗めていくことや、ࡑの学びのあり方を᳨

ウし、ࡑの実㊶成果をᗈくඹ᭷することを目的としており、ࡑの研究に⟬数部が取り組んできた。具体的には、教育課程の中にୗグ

のような᥈究的な活動を఩⨨࡙けてࡑのあり方を᳨ウしてきた。なお、このような᥈究的な活動は、日々の授業とษり㞳されたもの

ではなく、日々の授業の中やࡑのᘏ長⥺上に఩⨨࡙くものと考えている。 

࠙自⏤᥈究ࠚ自分の⯆࿡にもと࡙き ᥈究ෆᐜ㸦ၥいやࢸー࣐㸧をỴめて行う᥈究的な活動 

࠙༢元᥈究㸦課題᥈究ࠚඹ通のၥ題をもとにࡑのၥ題の᮲௳を変えて行う᥈究的な活動࣭༢元ෆᐜの学び方をᕤኵし想定された 

ෆᐜにຍえて発ᒎ的に学ぶ᥈究的な活動
㸦Ἑ合࣭ஂୗ㇂࣭෠⏣㸧 

෗┿㸳 ղճをࡓ࠼⪄࡛࡞ࢇࡳ㝿のᯈ᭩ 

෗┿㸰 ඹ᭷のᵝᏊ ෗┿㸲 ձを⪃ࡿ࠼ ෗┿㸱 ᪂࠸ࡋၥ㢟ձ 
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 ḟに「ᙧをかえる」という意見が㑅ࡤれ、ᅗᙧのೃ⿵としてྎᙧ、長方ᙧ、෇、ṇ方ᙧ、ᖹ行ᅄ㎶ᙧ

があげられた。෇という意見の後に「෇ってむࡎくね䚹䛃「෇ってどうやって୪べるの。」「෇ってど

こまでが１つの㎶かわからないじࡷないですか。だからேによって変わっちࡷうとᛮうんですよ。」な

どの発ゝが出てきた。ࡑの後の会話をྑに♧す。෇

はᢅうのかၥいかけると「෇はやめとこ」との発ゝ

があり、ၥ題としてはᢅわないことにした。 

 ḟにᢅうᅗᙧをၥいかけるとṇ方ᙧが㑅ࡤれ、ṇ

方ᙧ �� ಶの場合をၥ題としてゎỴすることにした。 

 自ຊゎỴを終え、いくつかの方ἲが発⾲された後

に、ṇ方ᙧ �� ಶの上ୗの長さが、ṇ方ᙧ２ಶの場合

の��ಸになるという考えが発⾲された。��ಶは２ಶ

の「���」であり、ṇ方ᙧ２ಶのときの上ୗの長さ

㸲FP は �� ಶになると「���」にして ��FP になる

が、୧➃の長さは「���」にはならࡎ「一⏕２ࢭンࢳ」になるという考えであった。 

 ṇ方ᙧ �� ಶのၥ題はゎỴできたので、さらにᙧを変えることにした。長方ᙧはṇ方ᙧをఙࡤしただ

けだからあまり変わらないという意見が発⾲され、縦１FP、横㸱FP の長方ᙧ �� ಶを横に୪べた場合を

ၥ題とすることにした。ゎỴの方ἲとして、長方ᙧの横の長さが「���２」ಶ分あり、୧➃は２FP で

変わらないという意見が発⾲され、授業を終えた。

 本実㊶をࡩり㏉ると、ၥ題を変えてみようとのኌがけで �� ಶという数を変えることはすࡄにᛮいつ

いたものの、ᙧを変える、୪べ方を変えるといった意見にはᡞᝨっている様子があった。ᙧを変える案

として෇という意見を出した子のように、このようなᅗᙧでやってみたいというᛮいはあるものの、ၥ

題としてゎỴできるかは考えていなかった子が多かったのだろう。実際に෇を横に୪べて᭩き、「一㎶」

がどこかわからない、くっついているところの長さがわからないといった཭だちの␲ၥにゐれたことで、

෇をၥ題とするのは㞴しいことに気がついたと考える。また、ただᅗᙧを変えれࡤよいではないとឤじ

たことは、ᢅうᅗᙧとしてṇ方ᙧを㑅ぶ子が多くなったことにつながっていった。 

 さらに、ṇ୕ゅᙧ、ṇ方ᙧ、長方ᙧをၥ題としてᢅったことで、長さが変わる部分と変わらない部分

に╔目できるようになっていった。ཎ題をゎいているときから、⾲を横に見る見方をもとにṇ୕ゅᙧが

１ಶቑえるときにቑえた࿘りの長さはどこかを☜認していた。このẁ㝵ではどこが変わっていくのかに

はὀ目しているものの変わらない部分には意㆑を向けていなかったと捉えている。ཎ題のᅗᙧをṇ方ᙧ

にしたときに、⾲を横に見ることからጞまり、୧➃の２FP はࡎっと変わらないことが♧されたことで、

ṇ方ᙧの数がቑえると、ṇ方ᙧの上ୗにある横の長さがቑえるが、୧➃にある縦の長さは変わらないこ

とを意㆑できるようになったと考える。ここで授業者がṇ୕ゅᙧの場合にはどこの長さが変わっていき、

どこの長さが変わらなかったのかをၥうことで、ཎ題をとらえなおすことができるྍ⬟性があった。ࡑ

こをၥうことができなかったことは今回の཯省である。 

㸦㸰㸧㸴ᖺ⏕のᐇ㊶஦౛ࠕ෇の㠃✚࡚ࠖ࠸ࡘ࡟

これまでに෇について学⩦してきたෆᐜを活⏝し、෇の面✚の求め方を考えていく場面である。求

め方を考えるだけでなく、これまでの学⩦ෆᐜを一⯡化したり、ᗈげたりするところに重点を⨨くべき

であると考えた。᪤⩦である༙ᚄ࣭直ᚄや෇࿘、෇࿘率➼をどのように活⏝するのかを考えながら、面

✚の求め方を᥈り、බᘧを一⯡化していく。

学⩦を進めていく中で、今回はᖹᆠに進むこ

とはせࡎ、子どもたちから出てきた新たな␲

ၥを取り上げたり、❧ちṆまらせたりするኌ

かけをし、さらに考えたり、᣺り㏉ったりす

ることができるようにしていく。ࡑして、௚

者との関わり合いの中で、「自分たち஦」に

なる⟬数になっていくことをᮇᚅした。授業 ෗┿㸯 � のグ㘓ࣉ࣮ࣝࢢ

7 みんなが分かんなくなるってఱをゝってるの㸽どこまで
わかんないって、ఱがどこまでかわかんないの㸽 
&�5� あの、ṇ方ᙧとか、୕ゅᙧとかだったら、こことか、
こことか、一㎶とか、この㎶じࡷん。だけど、୸だった
ら、全部なんかあの、一㎶をこう見るேもいれࡤ、༙分ࡄ
らいっていうேもいるから。 
7 じࡷあ௬にさ、ここの �࿘を �FPってỴめたとするじࡷ
ん。ࡑしたらやれるの㸽 
& できない。    & え、ちࡻっと 
7 ௬にここ �࿘を、一㎶ってゝい方やめて、このࡄるっと
࿘りを �FPってỴめたらやれる㸽 
& やれない。 
 。れでもやれない。はいࡑ 7
&�$� 㸦ᅗを指さして㸧ここ㸽 
& くっついてる。 

では、考えを⤂௓しあう中から、新たな㸱つのၥいが導き出された。 

ձṇ方ᙧを౑ってからㄝ明する 
   ことはできないのか。 

ղ最終的に「長方ᙧ」とは、どの 
ような意࿡をもつのか。 

ճさらに௚の方ἲはないのか。 

ձについては、༙ᚄでసられるṇ方ᙧ

や直ゅ஧➼㎶୕ゅᙧと �分の �෇の኱きさ

をẚべてみた。教科᭩に♧されている࣐スを数える方ἲから、およࡑṇ方ᙧの㸱ಸの面✚であることが

分かった。ࡑこから、多分、෇࿘率と同じࡄらいではないかと考えることができた。しかし、この場合

の㸱は、෇࿘率ではなく、面✚ẚとしての㸱であることを☜認している。 

⥆いてղについては、㝈りなく⣽いおうࡂᙧ㸦自分たちがసっているᅗでは、とても長方ᙧになら

ないということを☜認しつつ㸧がᴟ㝈までいくと༙ᚄになることを引き出していった。 

こからճについて考えていくと、෇を༙ᚄでษり開き、෇࿘がᗏ㎶、༙ᚄが㧗さになる୕ゅᙧがࡑ

సれる方ἲや、⣽かくしたおうࡂᙧを➼✚変ᙧすることで୕ゅᙧになることやษり開いたものもᴟ㝈ま

で⣽くしていけࡤ、ղと同じように考えることができるなどという方ἲが出さていった。ࡑれぞれの方

ἲについて❧てたᘧをゝⴥで⾲し、ィ⟬のきまりを౑って変ᙧしていくとࢩンࣉルなᙧになったことか

ら、෇のබᘧをඹ᭷の知㆑になるとまとめていった。 

本஦例で見えた子どもたちの姿は、本年度の研究で኱ษにしてきた「考えを⫈き合う中で、新しい

ၥいをసり、試行錯誤しなが

ら、⟬数の本㉁に向かって学び

をあみなおしていく姿」の１つ

ではないだろうか。このような

学びのあり方の⧞り㏉しから、

⟬数のୡ⏺から数学のୡ⏺への

つながりができてくるのではな

いかと考えている。 

㸱 ௒ᚋ࡚ࡅྥ࡟

今年度の研究から、数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンは、ၥ題と自分自㌟との関わり方を見つめ、᭦新して

いく際のዎᶵとなることが明らかとなった。ၥ題に出あった際、ゎỴに至ることだけを目的とするので

はなく、一ᛂのゎỴ後も自分や自分たちの取り組みや考えをࡩり㏉り、ၥい直すことで、ၥ題の捉え方

や意࿡࡙けがあみなおされ、ḟの᥈究へとつながっていく。ࡑの㐣程において、数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࢩ

ࣙンは、ၥ題を͆ゎく対㇟͇から͆関わり⥆ける対㇟͇へと捉え直すためのᙺ๭を担っているとゝえる。 

ͤ１ 「協ാ的に学ぶ姿」や「㈐௵をもって学ぶ姿」「Ᏻᚰして議ㄽできる✵間」について本校⟬数部ではୗグのように捉えている。 

༠ാⓗ࡟学ࡪጼ͐⫼後にあるᛮいや㐣程も受けとめながら、互いのゝⴥを⫈こうとすることは、௚者へのឤ度を㧗め、考えのᕪ␗や

考えのよさに気付くとともに、皆で学ぶことのよさを実ឤすることにつながる。さらには、⟬数の学⩦において、自分の考えを┦ᡭ

によくわかってもらおうとするならࡤ、理⏤や例をᣲげてㄝ明することや、ᘧやᅗ➼の数学的⾲⌧を⏝いて⾲⌧すること、ࡑしてㄽ

理的一㈏性が求められる。このような協ാ的な学びを通して、数学的に考えるຊが育まれていくと考える。

㈐௵を࡚ࡗࡶ学ࡪጼ͐ၥ題に主体的に関わるとともに、自分㸦自分たち㸧の考えに㈐௵をᣢち、一ᛂのゎỴがᚓられたとしても、

「௚の方ἲでも同じ⟅えになるか」「௚の数್であったらどうか」などとၥい、ྫྷ࿡することは኱ษである。考えに㈐௵をᣢつこと

は、最ึの考えにᅛᇳすることではなく、༑分にẚ㍑しྫྷ࿡した上で、別の考えがよけれࡑࡤれを受けධれることでもある。これら

はᚸ⪏のせることである。だからこࡑ、自分㸦自分たち㸧の考えに向き合い、ྫྷ࿡できるようにၥうことは教ᖌのᙺ๭でもある。ࡑ

して、㈐௵をもって学ぶことを✚み重ねることで、最終的には、子どもが自らၥいᛮ考し⥆けるようになってくれれࡤと願っている。

Ᏻᚰ࡚ࡋ㆟ㄽ࡛ࡿࡁ✵㛫͐Ᏻᚰとはఱでも受けධれられる✵間ではない。㐪࿴ឤやᅔったなどのᛮいを⣲直にゝⴥにできる✵間であ

りよりよいものを求めて意見を⫈きあい議ㄽできる✵間である。考えたことやឤじたことをᏳᚰして自分のゝⴥで⾲⌧し、考えを⫈

きあい、互いをᑛ重しながら㧗め合っていく✵間の中でこࡑ、間㐪いをᜍれることなく主体的にᛮ考し⥆けることができると考える。 

ͤ２�㸱 ᅗ１や「数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンのᣐりᡤをつくる」というど点は、これまでの教育実際指導研究会における⟬数部の提案

に対する中ᮧග一ඛ⏕のご指導で♧して頂いたᅗ、ࡑして「数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンでは、みんなが話し合いに参ຍできる対㇟を

‽ഛすることが኱ษ。数学的な議ㄽにするために、行うべき活動がある。」というゝⴥがもとになっている。 

ͤ㸲 本校は今年度、文部科学省が᥎進する「理数ዲきなඣ❺࣭⏕ᚐを育てる᥈究学⩦᥎進ࣛࣉン」の研究実㊶校の指定を受けている。

この஦業は、教育課程を中ᚰとした課題学⩦や᥈究学⩦➼を通して、子どもの⯆࿡関ᚰを㧗めていくことや、ࡑの学びのあり方を᳨

ウし、ࡑの実㊶成果をᗈくඹ᭷することを目的としており、ࡑの研究に⟬数部が取り組んできた。具体的には、教育課程の中にୗグ

のような᥈究的な活動を఩⨨࡙けてࡑのあり方を᳨ウしてきた。なお、このような᥈究的な活動は、日々の授業とษり㞳されたもの

ではなく、日々の授業の中やࡑのᘏ長⥺上に఩⨨࡙くものと考えている。 

࠙自⏤᥈究ࠚ自分の⯆࿡にもと࡙き ᥈究ෆᐜ㸦ၥいやࢸー࣐㸧をỴめて行う᥈究的な活動 

࠙༢元᥈究㸦課題᥈究ࠚඹ通のၥ題をもとにࡑのၥ題の᮲௳を変えて行う᥈究的な活動࣭༢元ෆᐜの学び方をᕤኵし想定された 

ෆᐜにຍえて発ᒎ的に学ぶ᥈究的な活動
㸦Ἑ合࣭ஂୗ㇂࣭෠⏣㸧 

෗┿㸳 ղճをࡓ࠼⪄࡛࡞ࢇࡳ㝿のᯈ᭩ 

෗┿㸰 ඹ᭷のᵝᏊ ෗┿㸲 ձを⪃ࡿ࠼ ෗┿㸱 ᪂࠸ࡋၥ㢟ձ 
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